
改善額 改善額

松下 2,000

東芝 2,000

富士通 2,000

ＮＥＣ 2,000

日立 2,000

三菱 2,000

シャープ 2,000

富士電機 2,000

沖電気 2,000

安川 2,000

　　　　　　2007年中闘主要組合要求案

279,500

274,090

299,500

303,700

311,800

319,000

309,200

300,300

組合名

開発・設計職
基幹労働者
(30歳）

製品組立職
基幹労働者
（35歳)

要求ベース 要求ベース

326,800

285,000
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13.4%

賛成

5.3%

どちら

ともい

えない

32.6%
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反対

48.7%

連結決算 06年3月期 06年10月見込み 07年2月見込み

売上高 6805億円 7300億円 　　7200億円

営業利益 106億円 150億円 損失   60億円

経常利益 72億円 80億円 損失　140億円

純利益 51億円 25億円 損失　380億円

沖 電 気 の 職 場 を 明 る く す る 会 ２００７年 ３月 第２２ 1号

東京都港区三田３－２－２０ TEL 03-3455-6006

http://oak47.hp.infoseek.co.jp/

新
し
い
要
求
方
式
は

「
ス
キ
ル
・
能
力
」
を
基
準

〇
七
春
闘
で
は
、
「
職
種
基
準

に
よ
る
個
別
要
求
」
に
な
り
、
労

働
者
の
賃
金
を
「
ス
キ
ル
・
能
力

基
準
」
で
決
め
る
と
い
う
方
式
に

な
り
ま
し
た
。

沖
電
気
労
組
の
要
求
は

①
開
発
・
設
計
職

②
ス
キ
ル
・
能
力
の
レ
ベ
ル
が
四

（
下
位
の
者
に
的
確
に
業
務
配

分
指
示
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
）

③
三
〇
歳
相
当
労
働
者

に
つ
い
て
二
千
円
引
き
上
げ
て
、

三
十
一
万
円
（
家
族
手
当
を
除
く
）

の
水
準
を
め
ざ
す
、
と
い
う
も
の

で
す
。

沖
電
気
に
生
活
実
態
や
年
功
要

素
を
反
映
さ
せ
な
い
「
職
務
グ
レ
ー

ド
制
度
」
（
成
果
主
義
賃
金
制
度
）

が
、
導
入
さ
れ
た
の
は
〇
一
年
か

ら
で
し
た
。
こ
の
制
度
を
早
く
か

ら
導
入
し
た
企
業
（
富
士
通
な
ど
）

で
は
「
職
場
に
協
調
性
が
な
く
な
っ

た
」
「
病
気
な
ど
で
一
旦
休
ん
だ

り
す
る
と
評
価
が
下
が
り
、
や

る
気
を
な
く
す
」
な
ど
、
そ
の

弊
害
の
た
め
、
す
で
に
見
直
し

が
始
ま
っ
て
い
る
時
で
し
た
。

賃
金
抑
制
が
目
的
の
制
度
で

賃
上
げ
要
求
の
矛
盾

〇
六
年
に
発
表
さ
れ
た
経
済

産
業
省
「
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
関
す
る
研
究
会
報
告
」
は
成
果

主
義
導
入
の
目
的
が
「
人
件
費
な

ど
コ
ス
ト
の
削
減
に
あ
っ
た
」
と

指
摘
し
「
賃
金
な
ど
処
遇
へ
の
納

得
性
の
低
下
」
な
ど
が
生
じ
る
な

ど
の
「
構
造
的
な
欠
陥
」
を
も
つ

制
度
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

沖
電
気
の
職
場
か
ら
も
「
評
価
」

を
中
心
に
た
く
さ
ん
の
声
が
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
ど
の
声
も
導
入
理

由
と
し
た
「
職
場
の
活
性
化
」
と

は
、
異
な
る
も
の
で
す
。

◎
上
司
と
の
面
談
も
な
く
一
方
的

に
評
価
さ
れ
た
。

◎
相
対
評
価
と
い
わ
れ
、
マ
イ
ナ

ス
の
評
価
を
さ
れ
た
。
苦
情
処

理
機
関
も
な
く
不
満
。

◎
達
成
度
を
上
げ
る
た
め
に
高
い

目
標
を
掲
げ
な
い
。

◎
仕
事
を
人
に
教
え
な
い
し
、
自

分
本
位
で
協
調
性
が
乏
し
く
な
っ

た
。

成
果
主
義
制
度
を
組
合
の
要
求

基
準
に
し
て
い
く
の
は
ど
う
考
え

て
も
疑
問
が
あ
り
ま
す
。

〇
六
年
度
の
定
期

大
会
で
組
合
の
組
織

が
大
き
く
変
更
さ
れ

ま
し
た
。
役
員
名
も

「
オ
フ
イ
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
「
ユ

ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
」
な
ど
聞
き
な

れ
な
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

『
本
部
』
と
『
支
部
／
地
区
／
ブ

ロ
ッ
ク
』
と
い
う
二
重
構
造
を
廃

止
し
、
職
場
と
直
接
関
わ
り
を
持

つ
役
員
を
増
や
す
。
企
画
の
段
階

か
ら
職
場
の
意
見
を
活
か
す
体
制

を
作
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
が

理
由
で
し
た
▼
〇
七
年
春
闘
（
総

合
労
働
条
件
改
善
闘
争
）
で
の
賃

金
要
求
は
「
職
種
基
準
に
よ
る
個

別
賃
金
要
求
方
式
」
に
な
り
五
〇

代
を
除
く
と
技
術
職
群
が
最
も
多

い
と
い
う
こ
と
で
、
『
開
発
・
設

計
職
基
幹
労
働
者
賃
金
』
が
選
択

さ
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
、
沖
電
気

を
支
え
て
き
た
中
高
年
齢
者
は
、

成
果
主
義
賃
金
導
入
以
来
、
賃
金

は
減
少
す
る
（
年
収
で
百
万
円
減

の
人
も
）
ば
か
り
で
し
た
。
こ
の

賃
金
要
求
基
準
で
は
、
中
高
年
労

働
者
と
直
接
部
門
の
製
造
職
場
は
、

最
初
か
ら
除
か
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
▼
「
職
場
集
会

は
貴
重
な
昼
休
み
の
時
間
を
使
う

の
で
議
論
を
活
発
に
す
る
た
め
に

議
案
に
関
係
の
な
い
質
問
は
し
な

い
よ
う
に
」
「
職
場
集
会
で
話
せ

な
い
意
見
要
望
は
直
接
組
合
に
来

て
話
し
て
ほ
し
い
」
「
組
合
の
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
も
っ
と
活
用
し
て

ほ
し
い
」
と
組
合
は
言
い
ま
す
が
、

直
接
職
場
の
組
合
員
は
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
も
パ
ソ
コ
ン
も
あ
り
ま
せ

ん
。
組
合
は
、
人
数
が
少
な
い
か

ら
と
中
高
年
齢
者
と
直
接
職
場
を

切
り
捨
て
る
の
で
は
な
く
、
組
織

変
更
の
趣
旨
に
沿
っ
て
意
見
を
聞

く
体
制
を
作
る
べ
き
で
す
。（

北
）

沖
電
気
は
、
九
八
年
に

篠
塚
社
長
が
就
任
以
降

「
過
去
を
灰
に
し
て
よ
み
が

え
る
（
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
）

計
画
と
し
て
施
策
が
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
Ａ
Ｔ
Ｍ

や
Ｌ
Ｓ
Ｉ
部
門
で
の
買
収

な
ど
が
、
あ
り
ま
し
た
が
、

基
本
は
徹
底
し
た
人
員
削

減
、
不
採
算
部
門
の
切
捨

て
、
分
社
化
、
で
し
た
。

同
時
に
、
研
究
開
発
部

門
も
縮
小
・
廃
止
さ
れ
、

沖
電
気
の
経
営
は
営
業
と

Ｓ
Ｅ
部
門
を
柱
に
「
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
の
沖
電
気
」
を
目
指
す

と
い
う
方
針
で
し
た
。

自
社
製
品
の
枯
渇
、

こ

か
つ

こ
の
ま
ま
で
は
ジ
リ
貧

技
術
と
”
も
の
づ
く
り
”

を
軽
視
し
、
従
業
員
を
粗

末
に
し
た
「
構
造
改
革
」

は
失
敗
、「
売
る
商
品
が
な

い
」「
品
質
悪
化
」
状
態
に

陥
り
、
昨
年
か
ら
は
再
度
、

”
も
の
づ
く
り
”
が
叫
ば

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
Ｎ
Ｇ
Ｎ
（
次
世
代

通
信
網
）
に
向
け
た
技
術

部
門
の
再
編
成
が
始
ま
り

ま
し
た
。
二
転
三
転
す
る

経
営
方
針
に
、
職
場
の
混

乱
が
常
態
化
し
て
い
ま
す
。

繰
り
返
さ
れ
る
甘
い
経
営

厳
し
い
労
働
者
い
じ
め

沖
電
気
は
、
売
上
げ
の

約
半
分
は
情
報
通
信
部
門

で
す
。
そ
の
部
門
で
の
業

界
の
投
資
抑
制
、
先
送
り

に
加
え
、
商
品
開
発
の
遅

延
な
ど
を
今
期
の
減
収
の

原
因
と
し
て
い
ま
す
。

昨
年
一
〇
月
で
の
営
業

利
益
見
込
み
が
百
五
十
億

円
か
ら
突
然
六
十
億
円
の

赤
字
転
落
、
予
測
の
甘
さ

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

株
価
も
一
年
前
か
ら
三

百
円
も
下
落
し
て
時
価
損

失
が
千
八
百
億
円
に
な
っ

て
い
ま
す
。
従
業
員
に
は

〇
二
年
に
後
払
い
を
約
束

し
た
賃
金
カ
ッ
ト
分
も
支

払
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

低
賃
金
、
長
時
間
労
働
、

雇
用
不
安
の
繰
り
返
し
は

も
う
、
ご
め
ん
で
す
。

《
沖
電
気
グ
ル
ー
プ
の

連
結
決
算
》

《
三
月
の
記
念
日
》

二
十
五
日

電
気
記
念
日

一
八
七
八
年
（
明
治
十
一
年
）

の
こ
の
日
、
東
京
銀
座
に
中
央
電

信
局
が
開
局
。
そ
の
祝
賀
会
会
場

の
工
部
大
学
（
現
・
東
京
大
学
工

学
部
）
の
ホ
ー
ル
で
日
本
初
の
電

灯
〈
ア
ー
ク
灯
・
大
気
中
で
ふ
た

つ
の
電
極
の
間
に
輝
く
弓
状
（
ア
ー

ク
）
の
炎
〉
が
点
灯
さ
れ
ま
し
た
。

四
年
後
、
銀
座
に
ア
ー
ク
街
灯
。

長
い
鎖
国
が
明
け
、
西
欧
の
文
明

に
驚
き
と
感
動
の
連
続
だ
っ
た
文

明
開
化
の
時
代
。
連
日
、
大
勢
の

人
が
見
物
に
訪
れ
た
と
い
い
ま
す
。

★
日
本
電
気
協
会
が
一
九
五
五
年

（
昭
和
三
十
年
）
に
制
定
。

10年間で5度目の赤字 ０７年３月期 連結で380億円の赤字見込み

一
九
九
八
年
か
ら
の

「「「「「「「「「「「「「
構
造
改
革
」
の
失
敗
を

従
業
員
に
転
化
す
る
な
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《電機懇春闘アンケートより》

成果主義について(沖電気）



２００７年 ３月 第２２ 1号★ ０ ７ 春 闘 で 貧 困 と 格 差 を 是 正 し ま し ょ う ★

「
準
社
員
」
の
「
正
社
員
化
」
を
！

【
群
馬
】

富
岡
工
場
に
は
「
準
社
員
」
と

いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
わ
れ
る
従
業
員
が
い
ま
す
。
以

前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前
「
準
社
員
化
を
進
め
て
い
る
」

ととととととととととととととととととととととととととととととととと
い
う
話
し
が
出
た
後
、
「
準
社

員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
に
な
っ
た
ら
し
い
」
と
い
う
話

ををををををををををををををををををををををををををををををををを
聞
き
「
会
社
も
正
社
員
の
採
用

にににににににににににににににににににににににににににに
向
け
て
努
力
し
て
い
る
な
」
と

いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
う
印
象
を
持
っ
た
の
で
す
が
と

んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
で
も
な
い
勘
違
い
で
し
た
。
こ

ののののののののののののののののののののの
「
準
社
員
採
用
」
の
実
態
は

「
パ
ー
ト
契
約
」
で
数
ヶ
月
毎
に

契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契
約
更
新
を
し
て
い
る
と
い
う
の

でででででででででででででででででででででででででで
す
。
い
く
ら
頑
張
っ
て
も
時
給

はははははははははははははははははははははははははははは
さ
っ
ぱ
り
上
が
ら
ず
、
ボ
ー
ナ

スススススススススススススススススススス
も
従
業
員
よ
り
ぜ
ん
ぜ
ん
低
く
、

組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組
合
は
ま
っ
た
く
関
係
な
し
、
と

いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
う
の
が
実
態
。
社
会
保
障
の
面

でででででででででででででででででででででででででで
い
く
ら
か
救
わ
れ
る
と
思
い
ま

すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
が
、
生
活
は
厳
し
い
よ
う
で
す
。

三
月
期
決
算
の
「
三
八
〇
億
円

ののののののののののののののののののののの
赤
字
報
告
」
を
聞
い
た
「
準
社

員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
」
か
ら
、
「
こ
の
ま
ま
で
は
い

つつつつつつつつつつつつつつ
辞
め
さ
せ
ら
れ
る
か
不
安
で
た

まままままままままままままままままままままままままままままままま
ら
な
い
」
「
将
来
の
生
活
設
計

がががががががががががががががががががががががががががががががががが
出
来
な
い
」
と
い
う
声
が
聞
こ

ええええええええええええええええええええええええええええええええええええ
ま
す
。

「
成
果
主
義
」
は
見
直
す
べ
き

【
八
王
子
】

｢

沖
健
保
組
合｣

か
ら
平
成
十
七

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
十
二
月
～
平
成
十
八
年
十
一
月

分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分
の｢

医
療
費
の
お
知
ら
せ｣

(

診

療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療
分)

が
各
人
へ
配
ら
れ
ま
し
た
。

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平
成
十
八
年
度
に
医
療
機
関
等
に

支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
払
っ
た
一
人
当
た
り
の
平
均
金

額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額
は
二
十
二
万
一
千
百
円
と
の
こ

ととととととととととととととととととととととととととととととととと
。〇

六
年
末｢

傷
病
見
舞
金｣

支
給

者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
は
七
十
人
（
組
合
回
答
）
。
前

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
度
は
五
十
三
人
で
す
か
ら
額
の

多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多
さ
も
う
な
ず
け
ま
す
。
身
近
か

ななななななななななななななななななななななななななななななななななな
と
こ
ろ
に
も
「
薬
を
何
種
類
も

服服服服服服服服服服服服服服服服服服服服服服服服服服服服服服服
用
し
て
い
る
」｢
毎
年
、
医
療

費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費
控
除
手
続
き
を
し
て
い
る｣

な

どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
健
康
面
の
不
安
や
医
療
費
の
悩

みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
の
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
す
。

〇
七
春
闘
の
職
場
討
議
で
“
心

ののののののののののののののののののののの
健
康
／
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
”
は

「
成
果
主
義
賃
金
制
度
の
導
入
以

後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後
、
顕
著
に
増
え
て
い
る
、
見
直

す
べ
き
だ
」
の
発
言
も
出
て
い
ま

す
。

活
気
の
あ
る
職
場
、
い
つ
ま
で
？

【
本
庄
】

Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預
け
払
い

機
）
の
職
場
は
繁
忙
で
活
気
も
あ

り
、
派
遣
社
員
も
多
く
働
い
て
い

ま
す
。
見
学
者
も
毎
週
の
よ
う
に

あ
り
、
金
属
の
塊
が
複
雑
に
動
く

様
子
は
「
現
代
の
魔
法
の
ラ
ン
プ
」

の
よ
う
で
興
味
と
驚
き
を
誘
っ
て

い
ま
す
。

職
場
は
中
国
や
韓
国
に
出
張
し

て
い
る
人
た
ち
も
多
く
、
先
日
は

中
国
に
駐
在
し
て
い
る
人
た
ち
が
、

一
時
帰
国
を
し
て
い
ま
し
た
。
Ａ

Ｔ
Ｍ
の
生
産
を
ど
ん
ど
ん
中
国
に

移
管
し
て
い
る
こ
と
で
、
「
こ
の

先
ど
う
な
る
の
か
」
と
不
安
を
も
っ

て
い
る
人
も
多
く
い
ま
す
。

突
然
の
発
表
に

渦
巻
く
不
安
と
疑
問

【
東
京
】

年
度
末
が
近
づ
く
中
、
突
然
の

「
業
績
悪
化
」
の
発
表
に
、
職
場

は
驚
き
、
失
望
、
不
安
、
疑
問
が

渦
巻
い
て
い
ま
す
。
急
き
ょ
、
従

業
員
を
集
め
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
が
、
す
ぐ
に
ど
う
な
る
と
い
う

事
で
は
な
く
当
面
の
資
金
繰
り
は

大
丈
夫
、
と
も
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

「
繰
延
税
金
資
産
を
一
八
〇
億
円

も
取
り
崩
す
と
い
う
が
、
ど
う
い

う
こ
と
な
の
か
？
」
「
今
ま
で
当

初
計
画
通
り
と
言
っ
て
い
た
の
に

な
ぜ
急
に
こ
ん
な
事
に
？
」

「
つ
い
こ
の
前
立
ち
上
げ
た
Ｎ
Ｇ

Ｎ
新
商
品
開
発
体
制
は
ど
う
な
る

の
か
？
」
「
沖
電
気
は
こ
ん
な
こ

と
を
何
度
繰
り
返
す
の
か
？
」

中
に
は
「
も
う
転
職
を
考
え
た

ほ
う
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
」

「
株
が
ど
ん
ど
ん
下
が
っ
て
大
損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損損

だ
、
早
く
売
っ
て
お
け
ば
よ
か
っっっっっっっっっっっっっっ

た
」
と
い
う
人
も
。
こ
れ
ら
従
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業

員
の
不
安
や
疑
問
に
応
え
る
説
明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明

は
あ
り
ま
せ
ん
。
三
月
中
に
は
、

来
年
度
の
具
体
施
策
の
発
表
が
ああああああああああああああああああああああああああああああ

る
と
言
わ
れ
、
み
ん
な
が
固
唾
をををををををををををををををををををををををををををををを

呑
ん
で
事
態
を
注
視
し
て
い
ま
す
。。。。。。

三
人
に
一
人
が
肥
満
！

【
蕨
】

沖
電
気
シ
ス
テ
ム
セ
ン
タ
ー
食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食

堂
の
テ
ー
ブ
ル
に
は
健
康
に
関
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

る
一
口
メ
モ
が
置
か
れ
、
身
近
なななななななななななななななななななななななななななななな

健
康
情
報
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。。。。。。

昨
年
の
蕨
地
区
健
康
診
断
に
よ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

と
、
三
人
に
一
人
が
「
肥
満
」
、

予
備
軍
を
含
め
る
と
約
四
割
に
なななななななななななななななななななななななななななななな

る
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
Ｂ
Ｍ
ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ

（
ボ
デ
ィ
・
マ
ス
・
イ
ン
デ
ッ
クククククククククククククククククククククククククククク

ス
）
に
よ
る
診
断
結
果
。
食
べ
過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過

ぎ
や
運
動
不
足
の
生
活
が
長
期
にににににににににににににににににににににににににににににに

わ
た
り
作
り
出
さ
れ
た
も
の
で
、

生
活
習
慣
病
と
い
え
ま
す
。

沖
電
気
の
他
の
職
場
に
つ
い
ててててててててててててててててててててててててててて

は
情
報
公
開
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、、、、、

「
肥
満
」
三
割
は
高
い
数
値
と
思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思

わ
れ
ま
す
。
「
運
動
不
足
は
分
か
っっっっっっっっっっっっっっ

て
い
る
け
ど
休
日
は
ク
タ
ク
タ
ででででででででででででででででででででででででででで

ゴ
ロ
寝
」
の
声
も
。
個
人
の
生
活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活

改
善
と
と
も
に
長
時
間
労
働
の
是是是是是是是是是是是是是是是是是是是是是是是是是是是是是是是是是是是是

正
が
望
ま
れ
ま
す
。

※
Ｂ
Ｍ
Ｉ
＝
体
重(

kg)

÷
身
長(

m)

ののののののののののののののののののののののののの

二
乗
、
25
を
越
え
る
と
危
険
信
号
。

沖
電
気
か
ら
光
関
連
の

二
社
が
消
え
る
？

【
八
王
子
・
本
庄
】

〇
一
年
に
沖
電
気
の
職
場
か
らららららららららららららららららららららららららららららら

分
離
し
て
構
内
に
発
足
し
た
、
八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八

王
子
の｢

シ
グ
マ
・
リ
ン
ク
ス
」
、、、、、

本
庄
の
「
オ
ー
・
ピ
ー
・
エ
ム
」

（
後
に
シ
ス
コ
ム
本
庄
）
の
二
社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社

が
消
え
ま
す
。
電
気
信
号
を
光
信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信

号
に
変
換
す
る
製
品
の
設
計
や
製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製

造
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
出
向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向

扱
い
の
沖
電
気
従
業
員
は
「
シ
」

社
は
昨
年
九
月
に
フ
ジ
ク
ラ
に
転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転

籍
。
旧
「
オ
ー
」
社
は
三
月
末
にににににににににににににににににににににににににににににに

フ
ジ
ク
ラ
の
子
会
社
「
シ
ス
コ
ム
」

に
転
籍
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

勤
務
場
所
や
会
社
の
頻
繁
な
変
更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更

に
悲
鳴
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

「
自
然
破
壊
」
と「

気
象
難
民
」

二
月
二
日
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
（
国
連
地
球

温
暖
化
に
関
す
る
研
究
機
関
）
は
「
今

世
紀
末
ま
で
に
平
均
気
温
は
六
・
四
度

上
昇
す
る
。
〇
二
年
海
面
上
昇
で
移
動

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
『
気
象
難
民
』
が

二
五
〇
〇
万
人
と
さ
れ
て
い
る
（
国
際

赤
十
字
発
表
）
が
、
二
〇
一
〇
年
ま
で

に
は
倍
増
し
、
今
世
紀
末
に
は
二
億
人

が
難
民
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
」
と
報
告

書
で
警
告
し
ま
し
た
。

今
回
の
発
表
は
人
類
の
生
存
に
関
わ

る
問
題
と
し
て
今
ま
で
以
上
に
深
刻
な
、

よ
り
せ
っ
ぱ
つ
ま
っ
た
も
の
と
し
て
と

ら
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

九
〇
年
代
は
過
去
一
〇
〇
〇
年
で
最

も
暑
か
っ
た
十
年
間
と
言
わ
れ
、
そ
の

傾
向
は
今
も
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
影

響
は
異
常
気
象
と
し
て
近
年
、
各
国
で

現
れ
て
い
ま
す
。
〇
三
年
の
欧
州
は
記

録
的
な
熱
波
で
犠
牲
者
が
一
万
五
千
人

以
上
に
も
上
り
、
〇
五
年
に
は
米
国
ニ
ュ
ー

オ
リ
ン
ズ
で
ハ
リ
ケ
ー
ン
被
害
者
が
一

四
〇
〇
人
以
上
出
て
い
ま
す
。

日
本
で
も
〇
四
年
は
過
去
最
多
の
十

回
の
台
風
が
上
陸
し
、
大
被
害
を
与
え

て
い
ま
す
。
〇
六
年
の
東
北
地
方
の
大

雪
や
北
海
道
の
竜
巻
被
害
は
ま
だ
記
憶

に
生
々
し
く
残
っ
て
い
ま
す
。

経
済
優
先
か
ら

地
球
環
境
の
保
護
へ

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
「
二
〇
三
〇
年
ま

で
に
海
水
位
上
昇
で
わ
が
国
の
一
万
八

千
余
の
島
の
う
ち
二
千
が
水
没
す
る
」

と
警
告
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
報
告
書

は
海
面
上
昇
で
農
作
物
へ
の
影
響
、
極

地
の
氷
が
溶
け
出
し
て
生
活
圏
が
奪
わ

れ
始
め
て
い
る
シ
ロ
ク
マ
絶
滅
の
危
機
、

二
酸
化
炭
素
が
海
に
溶
け
て
酸
性
化
が

進
み
一
五
〇
〇
種
類
の
海
洋
生
物
の
生

息
地
が
失
わ
れ
る
な
ど
の
危
険
性
が
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化

問
題
は
、
「
人

類
生
存
の
危
機
」

が
決
し
て
大
げ

さ
で
は
な
く
、

今
、
私
た
ち
の
周
り
で
起
き
て
い
る
の

で
す
。

こ
れ
を
回
避
し
て
い
く
に
は
二
酸
化

炭
素
な
ど
を
削
減
す
る
こ
と
を
定
め
た

京
都
議
定
書
（
ア
メ
リ
カ
は
批
准
し
て

い
な
い
）
を
遵
守
さ
せ
る
こ
と
。
同
時

に
、
私
た
ち
も
、
も
っ
と
関
心
を
持
ち
、

今
日
か
ら
、
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
、

行
動
す
る
こ
と
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と

成
る
で
し
ょ
う
。
緑
の
地
球
と

共
存

す
る
た
め
に

！

（
加
藤
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
違
法
な
リ
ス
ト
ラ

対
象
従
業
員
十
一
万
人

戦
後
初
の
純
粋
持
ち
株
会
社
と
な
っ

た
世
界
的
巨
大
企
業
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が

「
新
三
ヵ
年
計
画

（
二

〇
〇
一
～
〇
三
年
度
）
」

を
発
表
し
た
の
は
〇
一
年

四
月
で
し
た
。
こ
の
計
画

で
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
・
西
会

社
の
業
務
を
縮
小
し
、
新

た
に
設
立
し
た
地
域
子
会

社
一
〇
〇
社
に
全
面
的
に

外
注
化
。
五
十
一
歳
以
上

の
社
員
を
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
・
西
会
社
か
ら

退
職
さ
せ
、
子
会
社
で
再
雇
用
す
る

と
い
う
も
の
。
子
会
社
の
賃
金
は
三

〇
％
の
ダ
ウ
ン
、
退
職
し
な
い
社
員

は
勤
務
地
を
問
わ
ず
他
の
業
務
に
配

置
転
換
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

当
時
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
は
約
十
四
万
人
の

社
員
が
い
ま
し
た
。
五
十
一
歳
以
上

の
社
員
は
六
万
人
で
す
。
こ
れ
に
五

十
歳
以
下
の
出
向
者
や
希
望
退
職
者

を
合
わ
せ
る
と
同
リ
ス
ト
ラ
計
画
の

対
象
人
員
は
十
一
万
人
で
し
た
。

「
家
族
と
の
時
間
を返

し
て
」

〇
二
年
七
月
、
退
職
に
応
じ
な
い

私
を
群
馬
県
の
大
泉
か
ら
埼
玉
県
の

川
口
へ
強
制
配
転
。
定
年
ま
で
働
き

た
い
、
働
き
続
け
ら
れ
る
の
は
地
元

で
働
く
し
か
な
い
と
職
種
の
変
更
に

も
応
じ
て
き
ま
し
た
。

〇
五
年
四
月
、
埼
玉
・
志
木
へ
四

回
目
の
配
転
。
さ
ら
に
通
勤
時
間
が

長
く
な
り
往
復
四
時
間
二
〇
分
を
か

け
て
の
通
勤
が
四
年
八
ヵ
月
続
き
ま

し
た
。

〇
七
年
三
月
二
九
日
は

東
京
地
裁
の
判
決
の
日

Ｎ
Ｔ
Ｔ
志
木
ビ
ル
は
退
職
に
応
じ

な
い
社
員
が
集
め
ら
れ
た
職
場
で
す
。

そ
こ
か
ら
川
口
、
吉
川
方
面
へ
電
車

と
バ
ス
を
乗
り
継
い
で
、
す
る
仕
事

は
「
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
」
の
訪
問
販
売
。

こ
ん
な
見
せ
し
め
配
転
は
許
せ
な
い

と
、
全
国
七
地
裁
へ
五
〇
人
で
訴
え

ま
し
た
。
三
月
二
九
日
の
東
京
地
裁

で
の
勝
利
判
決
を
め
ざ
し
て
全
力
で

頑
張
り
ま
す
。

（
投
稿
）

巨
大
企
業
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
」
を
相
手
に

裁
判
で
闘
う

金
子
恵
美
子
さ
ん

（
群
馬
県
大
泉
町
在
住
・
58
歳
）

地

球

を

未

来

に

残

し

た

い


